
（３） 平成２８年（２０１６年）２月　　　　　　　　あ　や　せ　市　議　会　だ　よ　り　　　　　　　　第１７０号　　　　　　　

　

問　

上
土
棚
や
落
合
地
域
は
、

横
須
賀
港
か
ら　

㌔
圏
内
で
あ

３０

り
、
原
子
力
発
電
所
に
事
故
が
起

き
た
場
合
、
緊
急
時
防
護
措
置
準

備
区
域
の
距
離
に
あ
る
。
国
が
原

子
力
艦
の
原
子
力
災
害
対
応
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
改
訂
し
た
が
、
市
の
放

射
性
物
質
災
害
対
策
へ
の
影
響

は
。
オ
ス
プ
レ
イ
が
厚
木
基
地
へ

飛
来
す
る
際
、
国
よ
り
事
前
に
通

志
政
あ
や
せ　

笠
間　
　

昇

　

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
情
報
管

理
に
は
、
自
治
体
ご
と
に
違
い
が

あ
る
と
聞
く
が
、
情
報
管
理
が
お

ろ
そ
か
に
な
る
と
、
心
配
な
の
は

情
報
の
漏
え
い
で
あ
る
。
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
取
り
扱
う
端
末
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
て
い
る

と
常
に
外
部
か
ら
の
ハ
ッ
キ
ン
グ

が
心
配
だ
が
、市
の
接
続
状
況
は
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
慎
重
に
取
り

扱
う
必
要
が
あ
る
の
で
、
職
員
を

限
定
し
、
メ
モ
な
ど
で
情
報
を
持

ち
出
す
事
が
で
き
な
い
よ
う
に
利

用
時
の
記
録
が
残
る
よ
う
な
対
策

が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。ま
た
、

シ
ス
テ
ム
業
者
に
よ
る
情
報
漏
え

い
や
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
関

し
て
悪
質
な
行
為
が
発
覚
し
た
時

に
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

　

答　

市
で
は
、
庁
舎
の
端
末
約

６
０
０
台
の
う
ち
、
約
１
割
が
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
扱
う
シ
ス
テ
ム
に

接
続
し
て
い
る
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
へ
の
接
続
は
遮
断
し
て
お

り
、
他
の
端
末
か
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
接
続
も
し
て
い
な
い
。
職

員
は
、
専
用
の
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー

ド
を
持
た
せ
て
限
定
し
、
シ
ス
テ

ム
で
は
ど
の
職
員
が
取
り
扱
っ
た

か
と
い
う
記
録
を
最
低
５
年
間
保

存
す
る
。ま
た
、シ
ス
テ
ム
業
者
に

は
、契
約
上
、事
実
関
係
や
発
生
原

因
、
再
発
防
止
策
の
報
告
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
。
適
切
な
対
応

が
な
か
っ
た
場
合
、
契
約
解
除
も

視
野
に
入
れ
、
強
い
態
度
で
臨
ま

ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
て
い
る
。

（
ほ
か
に
「
既
存
す
る
公
園
の
管

理
・
整
備
に
つ
い
て
」「
市
道
の
管

理
・
整
備
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

公
明
党　
　
　

松
澤　

堅
二

　

問　

東
日
本
大
震
災
時
、
仙
台

市
内
の
幹
線
道
路
で
は
大
規
模
な

路
面
の
陥
没
が
発
生
し
、
道
路
の

渋
滞
や
沿
道
の
病
院
へ
の
出
入
り

が
で
き
な
く
な
る
な
ど
、
緊
急
体

制
に
大
き
な
支
障
を
来
し
た
と
聞

く
。
社
会
基
盤
の
老
朽
化
が
進
む

中
、
表
面
的
に
は
損
傷
が
な
い
箇

所
も
、
老
朽
化
の
危
険
性
は
高
ま

っ
て
お
り
、
道
路
な
ど
に
陥
没
事

故
が
発
生
す
れ
ば
人
命
に
関
わ
る

事
態
と
な
る
こ
と
か
ら
、
救
急
活

動
や
経
済
活
動
へ
の
大
き
な
影
響

が
懸
念
さ
れ
る
。過
去
の
答
弁
で
、

県
の
調
査
結
果
を
参
考
に
し
、
研

究
し
て
い
き
た
い
と
あ
っ
た
が
、

本
市
は
ど
う
考
え
る
の
か
。ま
た
、

す
で
に
県
が
実
施
し
た
市
内
で
の

県
道
の
調
査
結
果
の
内
容
は
。

　

答　

市
内
で
空
洞
を
起
因
と
し

た
重
大
な
事
故
は
発
生
し
て
い
な

い
が
、
路
面
下
の
空
洞
は
い
つ
崩

壊
す
る
か
分
か
ら
な
い
。
道
路
内

を
占
用
し
て
い
る
施
設
な
ど
も
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

市
民
の
安
全
安
心
と
災
害
時
、
緊

急
時
の
対
応
な
ど
も
考
慮
し
て
、

市
の
指
定
し
た
緊
急
輸
送
道
路
か

ら
調
査
を
進
め
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
県
が
実
施
し
た
平
成　

年
、

２５

　

年
の
調
査
で
は
、
路
面
下
探
査

２６シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し
た
探
査
車
で

道
路
を
走
行
し
、
空
洞
や
地
下
埋

設
物
の
位
置
な
ど
を
探
査
・
診
断

し
た
。
そ
の
結
果
、
県
道　

号
線

４５

に
空
洞
が
１
カ
所
発
見
さ
れ
た
が

補
修
済
み
と
聞
い
て
い
る
。　

（
ほ
か
に
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
」
「
災
害
廃
棄
物

処
理
計
画
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

日
本
共
産
党　

松
本　

春
男

告
が
あ
っ
た
が
、
現
在
は
事
後
報

告
の
よ
う
に
思
う
が
ど
う
か
。
空

母
艦
載
機
が
硫
黄
島
で
訓
練
を
し

た
後
、
深
夜
厚
木
基
地
へ
帰
還
し

て
い
る
が
、
深
夜
は
飛
行
し
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
状
況

を
国
へ
申
し
入
れ
て
い
る
の
か
。

　

答　

今
回
の
改
定
は
、
応
急
対

応
範
囲
で
避
難
を
実
施
す
る
た
め

の
判
断
基
準
が
、
５
マ
イ
ク
ロ
シ

ー
ベ
ル
ト
に
改
め
ら
れ
た
も
の
で

あ
り
、
範
囲
の
変
更
は
な
い
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
市
の
災
害
対
応
の

変
更
は
考
え
て
い
な
い
が
、
引
き

続
き
国
、
県
の
動
向
を
注
視
し
て

い
く
。
オ
ス
プ
レ
イ
の
通
告
は
、

当
初
、
情
報
提
供
か
ら
着
陸
ま
で

３
時
間
以
上
あ
っ
た
が
、
現
在

は
、
１
時
間
か
ら
１
時
間　

分
程

３０

度
と
な
っ
て
お
り
、
事
後
で
は
な

い
か
と
推
測
で
き
る
。
深
夜
の
飛

行
は
、
い
か
な
る
理
由
が
あ
っ
て

も
行
わ
な
い
よ
う
、
市
と
議
会
に

よ
る
要
望
の
中
で
求
め
て
い
る
。

（
ほ
か
に
「
子
ど
も
の
ボ
ー
ル
遊

び
が
で
き
る
施
設
と
公
園
の
利
用

に
つ
い
て
」
「
職
員
研
修
と
組
織

体
制
に
つ
い
て
」
「
公
共
施
設
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
と
職
場
環
境
の
改
善
に

つ
い
て
」
を
質
問
）

　

問　

農
業
者
の
高
齢
化
や
担
い

手
不
足
な
ど
、
農
業
に
関
わ
る
良

い
話
題
が
乏
し
い
中
、
綾
瀬
産
レ

タ
ス
の
生
産
農
家
が
札
幌
市
の
小

売
店
へ
出
荷
を
始
め
た
と
報
じ
ら

れ
、
販
売
促
進
活
動
の
様
子
が
取

り
上
げ
ら
れ
た
。
北
海
道
と
い
う

野
菜
の
一
大
産
地
で
販
売
さ
れ
た

こ
と
は
誠
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
夏
場
の
朝
採
り

あ
や
せ
未
来
会
議　

比
留
川
政
彦

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
県
内
の
百
貨
店

や
ス
ー
パ
ー
で
販
売
さ
れ
、
消
費

者
の
評
判
も
大
変
良
い
と
聞
い
て

い
る
。
農
業
者
の
努
力
に
よ
り
品

質
が
向
上
し
て
い
る
綾
瀬
産
の
農

作
物
の
知
名
度
を
一
層
上
げ
て
い

く
た
め
、
販
売
促
進
活
動
の
状
況

と
今
後
の
方
向
性
は
ど
う
か
。

　

答　

今
年
度
、
市
園
芸
協
会
で

は
、
横
浜
や
平
塚
な
ど
の
大
型
商

業
施
設
で
、
朝
採
り
の
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
と
レ
タ
ス
の
店
頭
販
売
に
取

り
組
み
、
知
名
度
向
上
に
大
き
な

成
果
が
得
ら
れ
た
。
市
で
は
販
売

促
進
支
援
と
し
て
、
Ｐ
Ｒ
効
果
が

あ
る
朝
採
り
綾
瀬
産
野
菜
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
は
っ
ぴ
の
作
成
補
助
な
ど

を
実
施
し
た
。
今
後
は
、
ど
の
よ

う
な
販
売
促
進
活
動
が
効
果
的
で

あ
る
か
生
産
者
や
Ｊ
Ａ
と
意
見
交

換
を
行
う
と
と
も
に
、
朝
採
り
を

売
り
に
し
て
他
の
産
地
の
農
産
物

よ
り
付
加
価
値
を
つ
け
、
ブ
ラ
ン

ド
化
を
図
り
、
生
産
者
の
所
得
向

上
や
経
営
安
定
を
目
指
し
た
い
。

（
ほ
か
に
「（
仮
称
）綾
瀬
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開
通
に
伴

う
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
」
「
綾

瀬
市
の
医
療
対
策
に
つ
い
て
」
を

質
問
）

表面から見えない

路面下の空洞調査

を実施する考えは

市の木
やまもみじ

マイナンバー運用

による市の個人情

報取り扱い対策は

札
幌
で
好
評
だ
っ
た
綾
瀬
産
農

産
物
の
さ
ら
な
る
販
売
支
援
を

原
子
力
災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

と
基
地
問
題
へ
の
市
の
対
応
は

表面から見えない

路面下の空洞調査

を実施する考えは

志
政
あ
や
せ　

武
藤　

俊
宏

　

問　

下
水
道
事
業
は
、
浸
水
対

策
と
河
川
や
海
の
公
共
用
水
域
の

水
質
を
保
全
し
、
住
環
境
の
変
化

に
対
応
す
る
た
め
に
も
必
要
な
事

業
で
あ
る
。
し
か
し
、
事
業
開
始

か
ら　

年
以
上
が
経
過
し
、
総
事

４０

業
費
も
１
０
０
０
億
円
を
超
え
て

お
り
、
事
業
を
維
持
し
て
い
く
た

め
に
は
使
用
料
の
在
り
方
を
含
め

て
、
大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン
で
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
市

の
下
水
道
の
経
費
回
収
率
は　

％
５２

と
全
国
平
均
の
約　

％
を
下
回
っ

８０

て
い
る
が
、
使
用
料
は
平
均
よ
り

安
く
設
定
さ
れ
て
い
る
。
使
用
料

の
改
定
は
考
え
て
い
る
か
。ま
た
、

将
来
的
に
長
期
計
画
の
策
定
や
相

模
川
広
域
下
水
道
へ
の
全
面
移

行
、
近
隣
市
と
の
共
同
運
用
処
理

が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

答　

下
水
道
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
は

継
続
的
に
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
た
め
に
策
定
し
た
。
そ
の

中
の
一
つ
に
コ
ス
ト
の
削
減
や
下

水
道
使
用
料
の
見
直
し
に
よ
る
収

入
の
確
保
な
ど
を
掲
げ
て
い
る
。

平
成　

年
度
、
後
期
ア
ク
シ
ョ
ン

２７

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
下
水
道
運
営
審
議

会
で
議
論
し
て
、
適
正
な
使
用
料

に
見
直
し
て
い
き
、
経
営
基
盤
を

強
化
し
て
い
く
。
ま
た
、
下
水
道

事
業
は
河
川
の
流
域
別
に
処
理
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
本
市
で

は
引
地
川
流
域
の
東
部
処
理
区

と
、
相
模
川
流
域
の
処
理
区
に
分

か
れ
て
い
る
。
一
部
流
域
の
編
入

は
、
現
在
、
県
な
ど
と
勉
強
会
を

行
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
近
隣

市
と
の
広
域
的
な
汚
水
処
理
は
、

選
択
肢
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
。

下水道中期ビジョ

ンの現状と長期計

画策定を考えては

１２月１９日、「キャンドルナイト」が開催されました


